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会
長 

白
戸
章
雄 

 
 

 
 

 
 

⍅
昭
40
政
経
⍆ 

     
 

会
⾧
に
選
任
さ
れ
て
四
年
目
に

な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
に
翻
弄
さ

れ
続
け
る
中
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問

題
,
た
び
重
な
る
各
地
の
大
雨
災

害
、猛
暑
、詐
欺
や
窃
盗
の
横
行
、

Ａ
Ｉ
の
出
現
な
ど
、
落
ち
着
か
な

い
日
々
が
続
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
の
方
は
五
月 

 

に
五
類
に
移
行
し
、
我
孫
子
稲
門

会
の
総
会
は
六
月
十
一
日
(
日
)

に
開
催
で
き
ま
し
た
。
当
日
は
市

民
開
放
の
講
演
会
に
続
き
、総
会
、

懇
親
会
を
開
催
。
来
賓
は
招
か
な

い
な
ど
一
定
の
ブ
レ
ổ
キ
を
か
け

な
が
ら
、酒
を
飲
み
、「
都
の
西
北
」

を
歌
い
ま
し
た
。 

 

人
々
の
動
き
も
元
に
戻
り
つ
つ

あ
る
の
は
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

国
内
旅
行
や
遠
出
を
楽
し
む
家
族

連
れ
の
姿
も
目
立
ち
、
訪
日
観
光

客
も
増
え
、
各
地
の
夏
祭
り
、
秋

祭
り
も
復
活
し
ま
し
た
。
リ
モ
ổ

ト
で
は
い
け
ま
せ
ん
。
直
接
の
触

れ
合
い
こ
そ
が
、
活
力
の
源
泉
に

な
る
は
ず
で
す
。 

 
 

◇ 
 

 
 

 
 

 

◇ 
 

目
下
の
最
大
の
頭
痛
の
タ
ネ
は
、

我
孫
子
稲
門
会
の
会
員
数
の
減
少

に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
歴
代
の
会
⾧
さ
ん
達

が
営
々
と
築
い
て
こ
ら
れ
た
も
の 

 

を
、
私
の
代
で
食
い
つ
ぶ
し
て
い

る
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。 

 

そ
こ
で
、
今
年
の
一
月
Ộ
三
月

に
か
け
て
、
五
十
代
、
六
十
代
の

市
内
在
住
の
校
友
三
百
名
の
方
々

に
案
内
状
を
発
送
し
、
入
会
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。
結
果
的
に
数
名

の
方
々
が
応
じ
て
く
れ
ま
し
た
が
、

今
後
も
会
員
各
位
の
お
力
を
お
借

り
し
な
が
ら
、
働
き
か
け
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
六
月
末
に
、
県
内
の
各

稲
門
会
の
会
⾧
会
議
が
成
田
で
開

か
れ
、
新
勝
寺
に
参
拝
後
、
懇
親

会
が
あ
り
ま
し
た
。
席
上
情
報
交

換
が
あ
り
、
驚
い
た
こ
と
に
メ
ン

バ
ổ
の
最
年
⾧
は
私
で
、
次
の
⾧

老
は
五
年
次
も
下
だ
ỵ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
役
員
の
若
返
り
も
急

が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

天
下
に
冠
た
る
我
孫
子
稲
門
会

の
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 
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令
和
５
年
度
我
孫
子
稲
門
会
定

期
総
会
は
、
６
月
11
日
(
日
)、

イ
ト
ổ
ヨ
ổ
カ
ド
ổ
我
孫
子
南
口 

店
３
階
、
ア
ビ
イ
ホ
ổ
ル
で
開
催 

さ
れ
た
。
今
年
度
の
総
会
で
は
、 

来
賓
の
招
待
は
見
送
ỵ
た
も
の
の
、 

コ
ロ
ナ
感
染
者
数
の
減
少
、
感
染 

症
５
類
移
行
な
ど
の
状
況
を
踏
ま 

                   

   

え
、
市
民
公
開
講
演
会
を
開
催 

す
る
と
と
も
に
、
４
年
ぶ
り
に 

懇
親
会
を
実
施
し
た
。 

 
 

 

第
一
部
の
市
民
公
開
講
演
会
に

は
、
会
員
45
名
に
加
え
市
民

56
名
の
計
１
０
１
名
が
参
加
、 

                   

講
師
に
早
大
大
学
院
卒
で
、
現
在 

我
孫
子
市
教
育
委
員
会
文
化
・
ス

ポ
ổ
ツ
課
⾧
の
辻
史
郎
氏
を
迎
え 

「
志
賀
直
哉
が
み
た『
流
行
感
冒
』

(
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
)」 

を
演
題
に
お
話
を
伺
ỵ
た
。 

(
講
演
会
の
内
容
は
６
面
に
掲
載
) 

  
 

 

第
二
部
の
総
会
で
は
、
白
戸
会 

⾧
が
議
⾧
を
務
め
、
提
出
さ
れ
た 

                   
３
件
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
た
。 

 

議
案
１
令
和
４
年
度
事
業
報
告
、 

収
支
決
算
、
監
査
報
告
で
は
、
主 

な
事
業
と
し
て
市
内
の
50
代
、

60
代
校
友
、
約
３
０
０
名
に
入

会
を
呼
び
掛
け
る
会
員
募
集
事
業

を
実
施
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。 

 

ま
た
、
議
案
２
令
和
５
年
度
事

業
計
画
、
収
支
予
算
で
は
、
重
点

事
業
と
し
て
、
体
制
の
強
化
、
ホ

―

ム
ペ
ổ
ジ
の
整
備
等
情
報
発
信 

                   

の
充
実
に
よ
り
、
引
き
続
き
会
員

拡
大
に
取
り
組
む
こ
と
が
提
案
さ

れ
た
。 

(
決
算
・
予
算
は
左
表
の
と
お
り
) 

 

議
案
３
令
和
５
年
度
役
員
選
任 

で
は
、
前
幹
事
の
大
谷
光
弘
さ
ん 

を
副
会
⾧
に
、
同
じ
く
前
幹
事
の

関
俊
彦
さ
ん
を
副
幹
事
⾧
に
選
任 

す
る
案(
次
頁
)が
提
案
さ
れ
た
。 

 

以
上
３
議
案
に
つ
い
て
、
す
ベ

て
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。 

                   

第
一
部 

講
演
会 

第
二
部 

総 

会 

令
和
␻
年
度
総
会
報
告 

収入 金額 支出 金額

会員募集費用 42,702

総会開催費用 48,857

新年会費用 -

企画事業費 -

会報発行費 12,120

部会補助 -

支部活動費 16,000

交際費 25,060

通信費 50,310

事務費 -

会議費 4,700

交通費 -

事務用消耗品費 10,510

寄付金 50,000

合計 426,006 合計 260,259

前年度繰越金 562,379 特別勘定繰入 50,000

収入合計 988,385 次年度繰越金 678,126

収入 金額 支出 金額

会員募集費用 20,000

総会開催費用 250,000

新年会費用 270,000

企画事業費 30,000

会報発行費 20,000

部会補助 20,000

支部活動費 40,000

交際費 60,000

通信費 50,000

事務費 5,000

会議費 10,000

交通費 10,000

事務用消耗品費 20,000

寄付金 50,000

合計 855,008 合計 855,000

30周年記念事業積立資金 50,000

支出合計 905,000

収入合計 1,533,134 次年度繰越金 628,134

支部補助金    - 

受取利息 8

前年度繰越金 678,126

受取利息等　　　　　 6

企画事業会費 30,000

祝い金 -

年会費 426,000

総会会費        - 

       - 

祝い金        -

令和４年度収支決算
令和4年4月1日から令和5年3月31日まで

新年会会費

企画事業会費         - 

令和５年度収支予算　
令和5年4月1日から令和6年3月31日まで

総会会費 150,000

新年会会費 240,000

年会費 435,000
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懇
親
会
は
新
入
会
員
の
佐
々
木

徹
さ
ん
(
昭
54
商
)、
細
田
均
さ

ん(
昭
51
文
)
を
紹
介
後
、大
塚

紀
年
顧
問
の
乾
杯
の
音
頭
で
ス
タ

ổ
ト
。
ア
ル
コ
ổ
ル
も
入
ỵ
て
の 

４
年
ぶ
り
の
懇
親
会
と
あ
ỵ
て
、 

 

会
場
内
は
賑
や
か
に
談
笑
す
る
声

が
響
い
た
。 

最
後
は
大
谷
副
会
⾧
の
指
揮
で

「
都
の
西
北
」を
全
員
で
熱
唱
し
、

(
写
真
下
)総
会
の
幕
を
閉
じ
た
。 

                 

         
 

                     

      
 

    
 

                    

       
      

                

                             
 

野
口
尚
宏
顧
問
ご
逝
去 

 

顧
問
野
口
尚
宏
氏
が
令
和
５
年

８
月
１
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た

(
享
年
89
歳
)。
野
口
氏
は
当
会

設
立
に
尽
力
さ
れ
平
成
12
年
初

代
会
⾧
に
就
任
、
平
成
14
年
か

ら
は
顧
問
と
し
て
会
と
母
校
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ご
生
前
の
ご
功
績
に
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
心
よ
り
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

副
幹
事
⾧
就
任
挨
拶 

定
例
総
会
の
決
議
を
受
け
、
副
幹
事
⾧
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
会
員
同
士
の
親
睦
、
母
校
・
後
輩
へ
の
支
援
、
地
域
社
会

へ
の
貢
献
に
資
す
る
よ
う
微
力
な
が
ら
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
課
題
と
な
ỵ
て
い
る
新
会
員
の
確
保
(
特
に
若
手
会
員
)
に
つ

き
ま
し
て
も
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、
積
極
的
に
取
り 

 
 

組
ん
で
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
大
学
時
代

は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て
お

り
、
現
在
も
時
々
、
自
転
車
で
キ
ἀ
ン
プ
し

て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

副
会
⾧
就
任
挨
拶   

我
孫
子
稲
門
会
の
最
大
の
課
題
は
、
会
員
数
の
減
少
で
す
。
２
０

０
２
年
以
降
２
０
０
名
以
上
を
維
持
し
て
き
た
会
員
数
は
、
２
０
０

７
年
の
２
８
３
名
を
ピ
ổ
ク
に
漸
減
を
続
け
２
０
２
２
年
に
は
１

６
７
名
ま
で
減
ỵ
て
緊
急
課
題
と
な
ỵ
て
い
ま
す
。 

今
後
は
継
続
的
に
新
規
会
員
開
拓
活
動
に
取
り
組
み
た
い
と
考

え
て
居
ま
す
の
で
、
現
会
員
の
皆
様
に
は

情
報
や
ア
イ
デ
ỻ
ア
提
供
な
ど
絶
大
な

る
ご
協
力
を
賜
り
た
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

第
三
部 

懇
親
会 

大
谷
光
弘
⍅
昭  

商
⍆ 

関 

俊
彦
⍅
平  

教
⍆ 

４６ １１ 

個人情報保護の見地から 

マスキング 
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⏞
␕
⏿
会 

一
緒
に
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
ま
し
Ỹ
う 

―

我
孫
子
稲
門
会
ゴ
ル
フ
会
へ
の
お
誘
い―

 
 

ゴ
ル
フ
の
最
大
の
魅
力
は
70
、
80
歳
に
な
ỵ
て
も
で
き
る
事
。
し
か
も
、
高
齢
者

の
距
離
ハ
ン
デ
ỻ
を
使
え
ば
若
い
人
に
も
勝
て
ま
す
。 

我
孫
子
稲
門
会
ゴ
ル
フ
会
は
２
０
０
０
年
11
月
の
第
１
回
コ
ン
ペ
以
来
、コ
ロ
ナ
期
間 

の
休
止
は
有
る
も
の
の
春
と
秋
、
及
び
忘
年
の
年
３
回
の
コ 

ン
ペ
を
行
い
、
こ
れ
ま
で 

53
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
そ
の 

他
に
も
千
葉
県
下
稲
門
会
ゴ
ル
フ
大
会
等
に
メ
ン
バ
ổ
が
参

加
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

た
だ
、ゴ
ル
フ
会
発
足
か
ら
20
年
以
上
が
経
ỵ
て
い
ま
す

の
で
当
時
の
若
手
の
殆
ど
が
80
歳
の
大
台
を
超
え
て
し
ま

い
、若
返
り
に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。三
度
の
飯
よ
り
も
ゴ
ル
フ

の
好
き
な
方
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、初
心
者
の
方
、こ
れ
か
ら

ゴ
ル
フ
を
始
め
て
み
よ
う
か
な
と
思
ỵ
て
い
る
方
も
メ
ン
バ

ổ
が
コ
ổ
チ
を
し
ま
す
の
で
、
ご
入
会
く
だ
さ
い
。 

 

食
⎬
歩
⎀
⎡
会 

「
食
べ
歩
き
の
会
」
は
、
我
孫
子
市
や
近
隣
の
柏
・
流
山
・
取
手
・
守
谷
市
な
ど
の
老
舗
・

名
店
(
蕎
麦
・
和
食
・
イ
タ
リ
ア
ン
・
フ
レ
ン
チ
な
ど
)
を
年
２
Ộ
３
回
訪
問
す
る
Ｂ
級
グ

ル
メ
の
会
で
あ
る
。
会
員
は
20
名
、
毎
回
の
出
席
者
は
10
Ộ
14
名
程
度
、
予
算
は
３
０ 

 

０
０
円
以
内
を
目
途
と
し
、今
ま
で
に
11
回
開
催
し
て
き
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
３
年
余
休
会
し
て
い
た
が
、
去
る
８
月
３

日
湖
北
の
「
ギ
ἀ
ラ
リ
ổ
カ
フ
ỽ
紅
屋
」
で
会
員
11
名
が
出

席
、
再
開
さ
れ
た
。
キ
ổ
マ
カ
レ
ổ
・
ス
ổ
プ
カ
レ
ổ
が
売
り

の
座
席
14
Ộ
15
名
の
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
気
持
ち
の
良
い

店
で
あ
ỵ
た
。
な
お
当
店
の
ご
主
人
は
、
稲
門
(
理
工
卒
)・
大

林
組
Ｏ
Ｂ
で
あ
ỵ
た
。
次
回
の
予
定
は
、
今
年
の
秋
頃
に
柏
市

の
イ
タ
リ
ア
ン
店
を
考
え
て
い
る
。
食
べ
歩
き
に
興
味
の
あ
る

方
は
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

早
稲
田
⏣
␇
␢
⏮
⏅
応
援
⎌
⎾
会 

コ
ロ
ナ
禍
は
本
会
の
活
動
に
も
種
々
困
難
を
惹
起
し
て
既
に
三
年
に
及
ぶ
。
こ
こ
に
来
て

漸
く
一
応
の
沈
静
化
を
見
、
今
期
は
久
々
に
本
格
的
な
応
援
を
と
意
気
込
む
。 

先
ず
六
大
学
野
球
に
つ
い
て
は
残
念
な
が
ら
母
校
は
此
の
所
、
優
勝
か
ら
遠
ざ
か
ỵ
て
い

る
。
曰
く
、
22
年
春
季
は
５
位
(
慶
応
２
位
)、
秋
季
は
２
位 

(
慶
応
３
位
)、
23
年
春
季
は
５
位
(
慶
応
３
位
)。 

今
年
秋
季
に
は
久
し
振
り
に
、
出
来
れ
ば
優
勝
の
掛
か
ỵ
た 

11
月
４
,
５
日
の
早
慶
戦
に
是
が
非
で
も
出
向
き
た
い
。 

そ
の
他
、
即
刻
応
援
希
望
者
を
募
る
べ
き
は
11
月
23
日
、 

国
立
競
技
場
に
て
開
催
さ
れ
る
早
慶
ラ
グ
ビ
ổ
。 

本
年
、 

目
出
度
く
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
。
是
非
、
生
涯
の
記
念
と 

な
る
べ
く
万
難
を
排
し
て
応
援
に
馳
せ
参
じ
よ
う
。 

会
員
諸
兄
の
心
意
気
や
如
何
！ 

 

共
通
の
趣
味
を
通
し
て
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
同
好
会
は
劣
稲
門
会
活
動
の
柱

の
一
つ
で
す
劤
会
員
な
ら
誰
で
も
参
加
で
き
る
我
孫
子
稲
門
会
の
同
好
会
を
紹
介
し
ま

す
劤
一
人
で
複
数
の
同
好
会
に
加
入
す
る
こ
と
も
Ｏ
Ｋ
劤
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
劤 

５
ペ
勖
ジ
下
段
に
各
同
好
会
の
連
絡
先
を
掲
載
し
ま
し
た
劤
興
味
の
あ
る
同
好
会
が
あ

り
ま
し
た
ら
劣
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
劤劤 
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⎐
⎡
他
⎡
同
好
会 

 

史
跡
巡
⎽
同
好
会 

 

新
た
に
田
中
由
紀
さ
ん
(
昭
41
教
育
)
が
責
任
者
と
な
り
、
秋
に 

市
内
の
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
コ
ổ
ス
の
史
跡
巡
り
を
予
定
し
て
い
る
。 

 
■ 
連
絡
先 

田
中
由
紀  

女
子
部
会 

11
月
下
旬
、
駅
近
く
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
親
睦
と
団
ら
ん
の
食
事
会
開
催
の
予
定
。 

 

■ 

連
絡
先 
村
上
智
雅
子 

 

旅
行
同
好
会 
現
在
、
休
会
状
態
。
次
の
責
任
者
が
決
ま
り
次
第
、
再
会
の
予
定
。
ど
な
た
か
旅
、

行
好
き
の
方
、
責
任
者
募
集
中
。 

 

麻
雀
会 

２
０
２
３
年
６
月
15
日
に
麻
雀
会
が
３
年
５
カ
月
振
り

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
左
記
要
領
に
て
開
催
さ
れ
ま

す
。
現
在
の
会
員
数
は
13
名
。
新
し
い
仲
間
を
募
集
し
て
い

ま
す
。 

日
時
⽇
毎
月
第
４
木
曜
日 

会
場
⽇
雀
荘
「
エ
ル
」
天
王
台
駅
南
口
徒
歩
２
分 

 

千
修
ビ
ル
３
階 

参
加
費
⽇
２
０
０
０
円
／
回 

(
場
代
、
表
彰
式
・
商
品
代
) 

成
績
発
表
⽇
毎
年
６
月
と 

12
月
に
締
め
切
り
、
表
彰 

式
は
１
月
に
実
施
。
表
彰
対 

象
規
定
参
加
回
数
は
上
期 

(
１
Ộ
６
月
)、
下
期
(
７
Ộ 

12
月
)
各
々
３
回 

 

⏕
␓
⏔
⏛
会 

カ
ラ
オ
ケ
会
は
、
以
前
あ
ỵ
た
コ
ス
モ
ス
会
を
基
と
し
て
、
２
０
１
３
年
７
月

に
発
足
し
、
10
年
を
経
過
し
て
、
既
に
41
回
を
迎
え
て
い
ま
す
。 

カ
ラ
オ
ケBA

N
BA

N

我
孫
子
緑
店
で
２
か
月
に
１
回
、
午
後
１
時
半
か
ら
４

時
半
ま
で
、
時
の
過
ぎ
る
の
を
忘
れ
て
、
和
気
藹
々
と
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
で
３
年
半
の
休
会
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、
や
ỵ
と
７
月
に
開

催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
皆
様
に
お
会
い
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、 

 
 

温
め
て
来
た
得
意
曲
を
熱
唱
し
て
、
最
後
に
、
全

員
で
の
合
唱
も
あ
り
、
大
い
に
盛
り
上
が
ỵ
た
ひ

と
時
と
な
り
ま
し
た
。 

ホ
ỿ
コ
リ
す
る
抒
情
歌
、
王
道
の
演
歌
、
懐
メ

ロ
、
シ
ἀ
ン
ソ
ン
、
バ
ラ
ổ
ド
、
ム
ổ
ド
歌
謡
、
ア

ỿ
プ
テ
ン
ポ
の
そ
れ
な
り
に
若
い
歌
等
々
あ
り
、

毎
回
、
賑
や
か
な
歌
謡
大
会
と
な
ỵ
て
い
ま
す
。 

歌
う
こ
と
が
好
き
な
方
、
歌
ỵ
て
い
る
時
が
幸

せ
と
思
う
方
は
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

囲
碁
会 

囲
碁
会
は
、
毎
月
第
１
,
３
土
曜
日
の
午
後
１
時 

か
ら
５
時
ま
で
、
つ
く
し
野
近
隣
セ
ン
タ
ổ
で
定
例 

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
の
３
年
間
、
大
会
は
す
べ
て
中
止
と
な 

り
、
定
例
会
の
み
の
活
動
で
し
た
。
今
後
は
毎
年 

開
催
し
て
い
た
暑
気
払
い
う
な
ぎ
大
会
や
、
忘
年 

う
な
ぎ
大
会
な
ど
を
再
開
す
る
と
と
も
に
、
校
友 

千
葉
県
大
会
等
に
も
参
加
し
て
い
き
ま
す
。 

 

新
規
入
会
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

 

 

■ ゴルフ会   杉本勝則    

■ 食べ歩きの会 大塚紀年    

■ 早稲田スポーツを応援する会 実松靖之  

■ 囲碁会    髙橋 実   

■ カラオケ会  永田堅志郎  

■ 麻雀会    小池忠彦    

◆ 同 好 会 連 絡 先 ◆ 

個人情報保護

の見地から 

マスキング 

  



令和５年 10 月 1 日発行           我孫子稲門会             第 24 号 

6 

 

コ
ロ
ナ
が
５
類
感
染
症
に
移
行

さ
れ
た
も
の
の
、
ま
だ
ま
だ
油
断

を
許
さ
ぬ
状
況
の
令
和
５
年
６
月

11
日
、「
志
賀
直
哉
が
み
た
『
流

行
感
冒
』(
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
)」
と
題
し
て
、
総
会
講
演

会
が
イ
ト
ổ
ヨ
ổ
カ
堂
の
ア
ビ
イ

ホ
ổ
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。
４
年

ぶ
り
の
市
民
公
開
の
形
で
、
参
加

者
は
１
０
１
名
と
い
う
盛
況
ぶ
り
。

講
師
は
早
大
大
学
院
文
研
(
考
古

学
)
修
士
課
程
を
修
了
し
、
現
在

は
我
孫
子
市
教
育
委
員
会
文
化
・

ス
ポ
ổ
ツ
課
⾧
で
、白
樺
文
学
館
・

杉
村
楚
人
冠
記
念
館
館
⾧
を
兼
任

し
て
お
ら
れ
る
辻
史
郎
氏
。
当
講

演
会
３
回
目
の
辻
氏
は
、
緻
密
な

調
査
を
基
に
映
像
を
駆
使
し
、
広

い
視
野
に
立
ỵ
て
滔
々
と
話
さ
れ

ま
し
た
。(
以
下
概

略
を
記
す
) 

 

１
⁔
流
行
感
冒
ữ
流

行
性
感
冒
ữ
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
と
は
？ 

志
賀
直
哉
が
用
い

た
『
流
行
感
冒
』
は

『
流
行
性
感
冒
』
の

こ
と
で
、
イ
ン
フ
ル 

 
エ
ン
ザ
ウ
ỻ
ル
ス
を
病
原
と
す
る

気
道
感
染
症
で
あ
る
。 

 

２
⁔ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

と
日
本 

①
〔
第
一
次
流
行
〕 

大
正
７

年
３
月
、
第
一
次
世
界
大
戦
中
の

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
ン
ザ
ス
州
フ

Ỻ
ン
ス
ト
ン
基
地
で
若
い
兵
士
が

高
熱
の
感
染
症
を
患
い
、
こ
れ
が

ま
た
た
く
間
に
感
染
拡
大
し
た
。

し
か
し
戦
時
中
の
情
報
統
制
の
た

め
報
道
さ
れ
ず
、
ア
メ
リ
カ
軍
が

ヨ
ổ
ロ
ỿ
パ
に
派
兵
さ
れ
感
染
が

ス
ペ
イ
ン
に
ま
で
及
ん
だ
時
、
同

国
が
中
立
国
で
あ
ỵ
た
た
め
自
由

に
報
道
さ
れ
て
、
こ
こ
で
初
め
て

ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

命
名
さ
れ
た
。 

日
本
で
は
台
湾
巡
行
の
力
士
達

が
罹
患
し
、
国
内
の
軍
隊
や
工
場

で
感
染
が
拡
大
し
た
。 

 

②
〔
第
二
次
流
行
〕 

大
正
７

年
８
月
か
ら
10
月
、
国
内
各
地

に
感
染
急
増
し
た
が
致
死
率
は
低

く
、
こ
の
時
期
志
賀
直
哉
の
家
族

も
感
染
す
る
。
や
が
て
ウ
ỻ
ル
ス

は
力
を
増
し
、
多
く
の
著
名
人
が

感
染
し
致
死
率
も
高
く
な
ỵ
た
。 

③
〔
第
三
次
流
行
〕 
大
正
９

年
１
月
、感
染
は
ピ
ổ
ク
を
迎
え
、

火
葬
場
機
能
不
全
、
新
聞
訃
報
欄

増
加
、「
厄
除
け
、
病
気
除
け
」
が

は
や
り
、大
変
な
状
況
と
な
る
が
、

２
月
に
は
終
息
の
方
向
に
。 

④
〔
第
四
次
流
行
〕 

大
正
９

年
８
月
、一
部
で
流
行
が
再
発
し
、

大
正
10
年
２
月
に
は
ゆ
る
や
か

に
ピ
ổ
ク
を
迎
え
た
が
、
国
民
の

約
半
数
が
罹
患
し
各
人
が
免
疫
を

持
ỵ
た
た
め
、６
月
頃
終
息
し
た
。 

総
じ
て
内
地
の
死
亡
者
は
45

万
人
、
外
地
(
当
時
統
治
下
に
あ

ỵ
た
台
湾
、
朝
鮮
、
樺
太
等
)
は

28
万
人
で
、
合
計
死
亡
者
数

は
73
万
人
と
推
計
さ
れ
た
。 

３
⁔
志
賀
直
哉
が
小
説
に
記
録

し
た
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ 志

賀
直
哉
は
大
正
４
年
か

ら
12
年
ま
で
我
孫
子
に
在
住

し
た
が
、
大
正
７
年
に
ス
ペ
イ

ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
家
族

共
々
感
染
し
た
。
そ
の
折
書
か
れ

た『
流
行
感
冒
』と
い
う
作
品
は
、

家
族
の
感
染
と
お
手
伝
い
さ
ん
を

巡
ỵ
て
の
ハ
ỿ
ピ
ổ
エ
ン
ド
の
人

間
模
様
を
書
い
た
も
の
で
、
我
孫

子
の
町
の
情
景
を
詳
細
に
描
写
し
、

日
常
に
潜
む
流
行
性
感
冒
の
恐
怖
、

主
人
公
の
心
の
揺
ら
ぎ
と
正
直
な

内
省
の
思
い
ま
で
、
実
に
正
確
に

書
い
て
い
る
。
志
賀
は
見
た
こ
と

経
験
し
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
て
、

克
明
に
書
く
こ
と
の
出
来
る
特
別

な
才
能
を
持
ỵ
て
い
た
。お
陰
で
、

作
品
が
１
０
５
年
前
の
ス
ペ
イ

ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
貴
重
な

資
料
に
な
り
得
て
い
る
。ま
た『
流

行
感
冒
』
に
続
く
『
十
一
月
三
日

午
後
の
事
』
で
は
感
染
拡
大
の
折

に
も
中
止
さ
れ
な
か
ỵ
た
陸
軍
秋

期
演
習
を
、『
雪
の
日
』
と
『
雪
の

遠
足
』
で
は
知
り
合
い
の
感
染
死

を
さ
り
げ
な
く
書
い
て
お
り
、
こ

れ
ら
は
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
四
部
作
と
い
ỵ
て
よ
い
。 

コ
ロ
ナ
の
初
期
、『
流
行
感
冒
』

が
各
紙
の
新
聞
で
取
り
上
げ
ら
れ
、

１
０
５
年
前
の
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
実
状
と
我
孫
子
の

志
賀
直
哉
邸
跡
地
が
紹
介
さ
れ
た

が
、
今
、
そ
の
前
の
白
樺
文
学
館

リ
ニ
ἁ
ổ
ア
ル
の
た
め
の
基
金
を

募
ỵ
て
い
る
。
ご
協
力
を
。 

 

以
上
、
と
て
も
一
時
間
に
も
盛

り
込
め
な
い
内
容
を
理
路
整
然
と

熱
く
語
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
機

に
確
実
な
コ
ロ
ナ
終
息
へ
と
導
か

れ
ま
す
よ
う
祈
念
し
な
が
ら
、
濃

密
な
学
び
の
ひ
と
と
き
を
堪
能
し

ま
し
た
。 

 

 

村
上
智
雅
子
协
昭   

文
研
卐 

43 

会員、市民あわせ

105名が参加。（上） 

講師辻史郎氏（左） 
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今年度の千葉県稲門祭は、 

 「時代を生き抜く～激動の 

世界を見据えて」をテ―マ 

 に、文藝春秋総局⾧新谷学氏と総⾧代理として齋藤美穂副学⾧をお招 

きし対面とリモートで開催します。時間等詳細は同封の「支部だより」 

４，5 頁をご覧ください。皆さんの参加をお待ちしています。 

■会費 対面参加：10,000 円（会から交通費補助として 2,000 円の 

補助あり） ／ リモート参加：1,000 円 

 ■申込方法 10 月末までにメールか電話で下記へ申し込んでください。 

 ■申込先  海老原美宣 

             

 
 
 
 
  稲門祭は、校友がワセダ 

を感じ、学生時代に戻って 
楽しむ校友会最大のイベン 
ト。ぜひご参加ください。 

2023 稲門祭 
１０月２２日（日） 

千葉県稲門祭 
１１月２６日（日） 

東京ベイ幕張ホール 

新谷 学 
文芸春秋総局長 

齋藤美穂副総長 

地区 校友 会員 地区委員 地区 校友 会員 地区委員

 布佐・布佐酉町・都 21 4  松島洋  白山２丁目 19 0  

 布佐平和台1丁目 6 0  白山３丁目 25 3  大田行雄

 布佐平和台２～７丁目 26 7  飽田浩一、山本弘之  船戸 28 4  佐藤信樹

 南新木 8 1   台田 26 3  

 新木・新木野 29 0 　  久寺家 29 7  小田金由太郎

 下ヶ戸 10 0   つくし野１丁目 23 1  河野喜明、大塚紀年

 古戸・中里 11 0  小嶋豊  つくし野２丁目 21 0

 日秀 7 2  つくし野３丁目 51 7  

 中峠 22 3  海老原美宣  つくし野４丁目 7 0  松本守正

 中峠台 6 2   つくし野５丁目 19 6

 都部・岡発戸 7 1   つくし野６丁目 29 2  

 湖北台１～５丁目 33 3  北見正賢、大類裕久  つくし野７丁目 19 4  大塚紀年

 湖北台６～１０丁目 32 4   並木 37 6  高谷一之

 栄 19 4  遠藤正彦  我孫子１～４丁目 105 11  池原正道

 泉 29 4  実松靖之、木全輝彦  我孫子（上記以外） 3 0

 天王台 62 7  横須賀晃  根戸 30 0 　

 東我孫子 28 8  大谷光弘  青山 4 0  

 高野山 30 4  佐々木宏三  青山台 55 10  吉田治實

 若松 36 7  西久男、村上智雅子  南青山 3 0 　

 寿 37 8  滝日明  柴崎台 28 5  加藤高一

 本町 6 0  渡邊俊一　　　　　  柴崎 3 1

 緑 18 2   市外(東京、松戸、柏）  5  

 白山１丁目 30 6  日吉照輔、野口英利 合計 1,077 152

 ｢校友]は令和5年4月12日現在の早稲田大学校友会登録者  ｢会員｣は令和5年9月1日現在の我孫子稲門会登録者

地 区 別 校 友 数・会 員 数・地 区 委 員 一 覧

個人情報保護

の見地から 

マスキング 

個人情報保護

の見地から 

マスキング 

個人情報保護の見地からマスキング 
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コ
ロ
ナ
禍
前
の
日
常
に
徐
々
に

戻
る
中
で
、
同
好
会
の
活
動
も
よ

う
や
く
再
開
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
今
号
で
は
現
在
の
同
好

会
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
さ
ら
に

活
性
化
す
る
た
め
に
は
新
し
い
同

好
会
も
必
要
で
す
。将
棋
、俳
句
、

落
語
、
ウ
Ỿ
ổ
キ
ン
グ
等
々
、
他

の
稲
門
会
で
は
様
々
な
同
好
会
が

活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
同
好

会
を
立
ち
上
げ
た
い
、
新
た
な
同

好
会
づ
く
り
に
協
力
し
た
い
と
い

う
方
が
お
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

   
        

我孫子稲門会事務局 

個人情報保護の見地から 

マスキング 

個人情報保護の見地から 

マスキング 


